
:まだ―まだ愁を満曜:書せた|い .

: 先 月は秋 ら しい人候 が続 き、野外係育 も多 く取 り入 れた

育 を行 いま した。

日々の生活や、 これか らの学校生活の中で も、

けヽた りす る機会 が少 な くな ります。子 ど も逹 は

オ」 です。 いろんな物 を几つ け
こな ります。写真の よ うに、飲

に 「それ ぞれ の宝物 」 を持 っ

て帰 っ て き ま した。そ の 顔 は「 こ

ん な物 を几 つ け た よ |」 と誇 ら

し く几 え ま した。

木 々がこ 禁 した りす る本ふは

これか らです。 まだまだ、秋 を

喫 させ た い と思 い ます 。

多数集まつた挨拶の絵
親子で描いて下さいと「挨拶の絵」を募集 しましたところ、

HPで お知らせをしましたように、99枚という多くの楽しい

かわいい絵が集まりました。

PTA本 部役員会で協議した結果、全ての絵にラミネー トを

してから、作品を

① l1/7～ 11/11ま で遊戯室で展示をして、保護者の皆さ

んに見て頂<。

②その後は、 12月 末まで各部屋で掲示して、来園時にご覧頂

く。

という事にしました。

これを機会に、少し低調な感じの「朝の挨拶」を盛り上げた

いと思います。

今学期中には、絵をお返しするように考えています。
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残南地 区』、れあいサ ンデー(年 長夕か )

満 3逮 足 (あ そび あむ )
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サ ンデ ー や満 3の 遠足 等 の詳
鰤 は、別 途 お知 らせ します。

秋 の 遠 足
子 ど も逹 が楽 しみ に して い た 「秋 の範足 」 も夭

候 が恙 く延期 した学年 もあ りま したが、 予定重 り
実施 出水 ま した。 な お、満 3の 遠足 だ け は、 昨年

度 と違 って 11月 14口 に 「あ そび あむ」 に行 き ま

す。
」t足 での子 ど も逹 の生 き生 きと した様 子 は、 H

Pに ア ップ しま したの で、 ご覧頂 い た方 も多 い と

思 い ますが、 たい恙 い出が 出水 た よ うです。
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